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第１　事案の概要

１　特許請求の範囲の内容
　本件は、拒絶査定不服審判において請求不成立の審決を受けた特許出願（特願2004－100928）
についての審決取消請求事件である。
　前記審決を受けた際の本願発明の特許請求の範囲は、以下のとおりである。
〈特許請求の範囲〉
　ａ　第１面と第１側面を有する平面又は曲面状の金属体において、
　ｂ　前記第１面から前記金属体の裏面にかけて前記金属体の厚さ方向に貫通し、長さ方向にお
いて前記第１側面に開口された第１スリットを形成した陰極と、

　ｃ　第２面と第２側面を有する平面又は曲面状の金属体において、前記第１スリットの位置に
対応して配置され、前記第２面から前記金属体の裏面にかけて金属体の厚さ方向に貫通し、
長さ方向において前記第２側面に開口された第２スリットを有した陽極と、

　ｄ　第３面と第３側面を有する平面又は曲面状の絶縁体において、前記第１スリット及び前記
第２スリットの位置に対応して配設され、前記第３面から前記絶縁体の裏面にかけて、前記
絶縁体の厚さ方向に貫通し、長さ方向において前記第３側面に開口されたスペーサスリット
を有し、少なくとも前記第１スリットの貫通部分には存在せず、前記スペーサの前記第３面
が前記陰極の前記裏面と接合し、前記スペーサの裏面が前記陽極の前記裏面と接合して、前
記陰極と前記陽極とを絶縁して保持するスペーサと、

　から成り、
　ｅ　前記第１側面における前記第１スリットの開口部と、前記第２側面における前記第２スリ
ットの開口部との間がアーク放電領域となる

　ｆ　ことを特徴とするアーク放電電極。

　本願発明は、【図１】のように、上から順に金属体（第１面、陰極）、絶縁体（第３面）、金属
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